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グ法 を開発 した 。 種 々 の 放電電極 に 対す る放電特性を検討 し ， 放電パ ラメ
ー

タ
ー と蒸発速度の

関係 を求 め た 。 こ の 方法 に よ り生成され た bcc構造お よび A − 15 型構造の W 粒子 は ， それぞれ

の 構造に特有 な晶癖 を示 すが，今回新 し く見 い 出 され た fcc構 造 の 粒子 は ，　WClrx の 格子 定

数 と
一

致し て お り， fcc構造に特有な 晶癖 を示 した 。 この fcc構造の 微粒子 の 成長を さら に検

討す るた め に ， ア ル ゴ ン
ーメ タ ン ガ ス の 混合ガ ス 中で

， 超微粒子 の 成長 を試み ， こ の 結果 とあ

わ せ て
， そ の 成因に つ い て 考察 した 。

7． 単結 晶 X 線回 折実鹸 に お け る 同 時反 射 の 研 究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 河　野　洋
一

郎

　単結晶 X 線回析に 於 て ， あ る実験条件 の も と で は ， 1 つ の 結晶 に属す る 2 つ 以上 の 原子 面 が

同時 に Bfagg 条件を満たす こ と が生 ずる 。 こ れ は 同時反射 と呼ばれ ， 結晶構造解析 に於 て は ，

補正 され る べ き もの と して取 り扱わ れ て い る 。 本研 究 は ， 同時反射 を積極的に利用す る こ とを

目的 に
，

2 つ の こ とを検討 した 。 第 1 は ， 通 常 の Bragg 反 射積分強度 の 測 定 で は得 られな い ．

結晶構造因子 の 位相情報 を得 よ うとす る試み で あ る 。 こ の 方 法 は ，
・　az 　imuth回転 に よ る同時反

射 peak の profile を観測 す る もの であ る 。 本研 究で は ， こ の 方法の 有効性 を ， 分解能 に よ る 影

響 ， 高次反射 へ の 適用 性 ， 及 び実際 の mosaic 結晶へ の 適用性 に っ い て 検討 した 。 そ の 結果 ，

こ の 目的 に は ， 放射光が望 ま し い 線源 で あ る こ と等 が判明 した e 第 2 と し て は，・同時反射に よ

り格子 定数 を測定す る こ とに よ り ， 半導体結晶 の 評価 を試み た 。 試料 と しては （GaAs 碁AIAs ）8

人工 超格子 を用 い た 。 現在測 定結果 を検討 中で あ る が ，格子 定数だ けで な く，結晶性に つ い て

もあ る程度知見が得 られ ， こ の 方法 は ， 結晶評価 に有用な もの と思わ れ る 。

8． Yg　Co　7 に お け る強磁性状態 と超 伝導状態 の 共存

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 国　原　昭　彦

磁性超伝導体 と して最近 見い 出され た物質 に Yg　Co7 が あ るが ， こ の 物 質は超 伝導転移 温 度

T
、

が強磁性転移温度 T
。

よ りも低い と い う特徴 を もつ 。 又 こ の 物質は遍 歴電子 モ デル が適合す
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る こ とが わか っ て きて い る 。

　本研究で は ， リカ
ージ ョ ン法 に よ り こ の 物質に つ い て状態密度 を求め

，
こ れ に基づ き， 遍歴

電子 モ デ ル にス ピ ン ゆ ら ぎの 効果 を考慮す る こ とに よ っ て磁性 に関す る計算 を行 な っ た 。 又実

験値よ り超伝導状態 の 自由 エ ネル ギーを推定 し，上 の 計算で得 られ た強磁 性状態の 自由エ ネル

ギー と比較 して転移 に 関す る議論 を行 な っ た 。

　こ の 結果 ， 強磁性 を出現 させ る機構が理解 され ， ス ピ ン ゆ ら ぎの 効果 を取 り入れ た遍歴電子

モ デル が磁 性 をよ く説明す る こ とがわ か っ た 。 又 T
，

が T
。

よ りも低 くな る こ とが説明で きた 。

9． 電子 ス ピ ン 共 鳴法 に よ る LiKSO4

　　 の 構造相転移 に 関す る研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 柴　田　知　尋

　 LiKSO
，

は室温 で 空間群 P63 に属する こ とが 明 らか に されて い るが ， 室温 以下の 領域で の

相転移 に つ い て は研 究者 間に 見解の 相違が存在 し て ， 最終的な結論が得 られ る ま で に至 っ て い

な い 。 本研 究で は ， 電子 ス ピン共鳴 （ESR ）と誘電率測定及 び両者の 同時測定を行な うこ とに

よ り ， LiKS 　O
，

の 相転移に 関す る新たな情報を得る こ とを 目的 と し た 。

　今回の 研究 の 結果 ，

　D 室温 で は等価 な 2 つ の SO4 四 面体が低温 （約 150K 以 下 ）で は 等価 に な っ て い ない こ と

　li） 今 まで に提唱され て い る モ デ ル で は ，　 S　04 四 面体の 運動の み が 相転移 に関係す る と し

　　て議論 されて い る が ， 実際に は SO4 四 面体 と Li の 間に相互作用が存在す る ため ， そ の 影

　　響を考慮す る必要が あ る こ と

等 を示唆す る結果 が得 られ た 。

10． イ ン ig　一 カ レ ー シ ョ ン 化合物

　　 丁  TaS2 の 構造研 究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 島　田　勝　人

最近 ， 層状構造を もつ 物質 の 層 間に異種の 物質 を挿入 して ， イ ン タ
ー

カ レ
ー

シ ョ ン化合物 と
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